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原 著

ヤングケアラーの生活満足感および主観的健康

感大阪府立高校の生徒を対象とした質問紙調

査……………………………………宮川雅充，他

高齢者における服薬薬剤成分数と口腔機能低下の

関係…………………………………森田一三，他

公衆衛生活動報告

地域在住高齢者のサロンで実施したロコモーショ

ントレーニングの効果……………柴田陽介，他

公衆衛生的危機状況における教育研究機関と保健

所の連携新型コロナウィルス感染症対応の経

験と教訓から…………角野香織，佐藤菜々，他

資 料

高齢化の進行する地域における要介護原因疾病の

変化…………………………………高橋恭子，他
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新型コロナウィルス感染症は，未だかつて経験したこ

とのない公衆衛生の挑戦となりました。年明けには緊急

事態宣言が行われましたが，重症者は増加し，医療体制

がひっ迫しています。事態は長期化しており，現場の第

一線で日々奮闘されている会員の皆様におかれまして

は，疲労が蓄積しているのではないかと懸念しておりま

す。

第68巻 2 号には，特別論文 1 編，原著 3 編，資料 1 編

が掲載されました。

特別論文は，公衆衛生モニタリング・レポート委員会

口腔保健分野の報告であり，ライフステージに応じた知

見と課題を整理されています。オーラルフレイル，在宅

要介護高齢者の口腔管理など超高齢社会の課題への対応

が述べられています。

原著は 3 編であり，市販の弁当など加工度の高い食

品・料理を過度に利用することの栄養面や肥満に関する

リスクを指摘した論文，健康状態を推定する排便状況を

把握するためのより簡便かつ非侵襲的な方法の開発に関

する論文，精神科通院を阻害する要因を明らかにした論

文です。資料は 1 編であり，精神疾患のある親をもつ人

の小・中・高校時代の体験や学校での相談状況を把握し

た調査です。いずれも近年の健康課題を反映したテーマ

を扱っており，公衆衛生学や公衆衛生実践にとって有用

な内容になっています。

今期は副編集委員長を拝命致しました。保健所で保健

師として働いていた頃より憧れていた雑誌の編集に関わ

れることに感慨深いものがあります。今後も公衆衛生実

践で活躍されている皆さまの活動を後押しできるような

論文を多く公開できるよう努力致します。 （蔭山正子）


